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一貫教育校の広場

マ
イ
ド
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ー
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つ
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ら

一か
ず

宣の
り

幼稚舎 横浜初等部
（2013年開校予定） 普通部 中等部 湘南藤沢

中等部・高等部 高等学校 志木高等学校 女子高等学校 ニューヨーク学院
（高等部）

　

塾
高
で
は
、
１
９
５
２
年
９
月
か
ら
各
学
年
の
修
学
旅
行
が
始
ま

り
、
今
年
で
61
回
目
を
迎
え
た
。
３
年
生
の
北
海
道
旅
行
（
コ
ー
ス

名
「
マ
イ
ド
リ
ー
ム
北
海
道
」）
は
１
９
９
９
年
か
ら
新
し
い
形
態

の
「
選
択
旅
行
」
に
移
り
、
4
泊
5
日
で
千
歳
〜
登
別
〜
小
樽
〜
ニ

セ
コ
〜
札
幌
と
回
る
。
選
択
旅
行
は
、
参
加
形
態
が
ホ
ー
ム
ル
ー
ム

単
位
で
は
な
い
た
め
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
活
動
に
重
き
を
置
い
て
い

る
。
1
、
2
日
目
の
昭
和
新
山
、
有う

珠す

山
で
は
歴
史
と
環
境
問
題
を

学
び
、
3
日
目
の
ニ
セ
コ
で
は
「
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
」、
４
、５
日
目

の
札
幌
で
は
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
綿
密
な
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
「
自
主

研
修
」
を
実
施
し
て
い
る
。
昨
年
は
、
60
周
年
記
念
の
旅
行
に
な
り
、

思
い
出
に
残
る
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

　

61
回
目
の
今
年
は
7
月
10
日
か
ら
14
日
ま
で
、
1
5
0
名
の
生
徒

と
一
緒
に
北
海
道
を
回
っ
た
。
前
半
は
集
団
行
動
の
大
切
さ
と
一
体

感
を
持
た
せ
る
よ
う
に
指
導
し
、
後
半
2
日
間
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

立
て
た
計
画
を
き
ち
ん
と
実
行
で
き
る
よ
う
に
見
守
っ
た
。
後
半
は
、

学
校
が
決
め
た
コ
ー
ス
で
は
な
く
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
目
的

地
を
決
め
て
、
交
通
手
段
も
自
分
た
ち
で
考
え
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
駆
使
し
情
報
を
集
め
、
決
め
ら
れ
た
時
間
ま
で
に
ホ
テ
ル
に
戻

っ
て
く
る
。
函
館
に
行
く
グ
ル
ー
プ
は
朝
食
も
食
べ
ず
に
朝
7
時
の

電
車
に
乗
り
、
滞
在
時
間
4
時
間
の
制
限
の
中
で
コ
ン
パ
ク
ト
に
名

所
旧
跡
を
回
り
、
名
物
に
舌
鼓
を
打
っ
て
く
る
。
富
良
野
、
美
瑛
に

行
く
グ
ル
ー
プ
は
J
R
北
海
道
に
問
い
合
わ
せ
て
、
効
率
の
よ
い
、

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
周
遊
チ
ケ
ッ
ト
を
探
し
て
く
る
。
ま
た
、
最
終
日

は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
千
歳
空
港
に
集
合
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
を
割
り
勘
に
し
て
、
半
日
札
幌
観
光
＋
千

歳
空
港
と
い
う
独
自
の
プ
ラ
ン
を
作
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
る
。

　

生
徒
に
自
主
的
に
計
画
さ
せ
行
動
さ
せ
る
こ
の
「
自
主
研
修
」
の

背
景
に
は
事
前
指
導
が
欠
か
せ
な
い
。
プ
ラ
ン
に
は
時
刻
表
、
交
通

手
段
、
訪
問
場
所
、
携
帯
電
話
番
号
等
を
記
入
さ
せ
る
。
ま
た
、
集

合
時
間
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
「
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
課
さ
れ
、
翌

日
の
行
動
が
制
限
さ
れ
る
」
と
し
お
り
の
至
る
所
に
書
い
て
あ
る
。

昨
今
、
リ
ー
ダ
ー
不
足
が
叫
ば
れ
る
が
、
こ
の
旅
行
を
通
じ
て
、
独

創
的
な
計
画
を
立
て
、
自
主
的
に
行
動
し
、
自
己
責
任
を
負
う
こ
と

を
学
ば
せ
る
こ
と
で
、
将
来
の
「
社
会
の
先
導
者
」
を
教
育
し
て
い

る
の
は
事
実
で
あ
る
。

60 周年記念イベント（2011 年 7月 10 日～ 14 日実施）
①生徒が自ら参加して祝うイベント
　（旅行期間中のフォトコンテスト開催、生徒による記念式典の開催）
②北海道民へ感謝の気持ちを伝えるイベント
　（登別グランドホテル、登別市へ記念品と感謝状贈呈）
③北海道の自然を守るイベント
　（有珠山で記念植樹をしてエコ活動に参加）（写真右）
④社会事業に貢献できるイベント
　（ＪＲ北海道と企画して登別から小樽まで特別列車「慶應号」を運行）（写真左）


